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平成２８年４月１日施行の主な改正点は次のとおりです。 

○農業委員の選出方法等の変更 

・市長の任命制（７月１９日の選任から）従前の選挙による選出から、市議会の同意

を得て、市長が任命します。（市長は、あらかじめ委員候補者について地域からの推

薦を求め、また募集を行います。） 

・農業委員の過半は、原則として認定農業者になります。 

・議会推薦・団体推薦による選任は廃止されます。 

○農業委員会の事務の重点化（農地利用最適化の推進） 

・従来からの許認可業務等に加え、農地利用の最適化が重要な事務として位置づけら

れました。 

○「農地利用最適化推進委員」の新設 

・各地区において農地等の利用の最適化の推進活動を行う「農地利用最適化推進委員」

が新たに設けられます。（平成２９年７月２０日から）農業委員会が委嘱します。 

※今後は、農業委員の一般選挙は行われません。※現在の農業委員は、法律の経過措

置により、任期満了（平成２９年７月１９日）まで在任します。 
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農業委員会等に関する法律が改正されました。 
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数十年耕作がされていない水田 

 

 

遊休農地の利用促進をお願いします。 

 

農地を貸したい方と、借りたい方を募集しています。! 

「農地中間管理機構を活用しましょう。」 

農地を貸したい方（出して）  →  農地中間管理機構  →  農地を借りたい方（借りて） 

・規模縮小・農地相続    （公益社団法人千葉県園芸協会）   ・規模拡大・新規参入 
 

農地中間管理機構では、農業経営の縮小やリタイアする方などから農地を借り受け、地

域の担い手となる農家に貸し出す農地中間管理事業を行っています。この事業を利用して

農地を借りたい方、貸したい方はご相談ください。 

 制度の詳細に関しては（公社）千葉県園芸協会（℡２２３－３０１１）まで 

農地法において、農地所有者は、農地を

適正かつ効率的に利用する責務があるこ

とが規定されています。 

現在、市農政課と協力し、遊休農地解消

の取り組みを進めています。 

様々な事情で耕作を続けるのが難しく、

農地の維持管理が困難で貸付・譲渡を希望

される場合は、地元の農業委員または、市

農政課、農業委員会事務局までご相談くだ

さい。 

遊休農地は、雑草雑木の繁茂や害虫が発

生し、周辺で耕作をしている農業者に迷惑

を及ぼすこととなりますので、農地所有者

においては、責任を持って管理し、他人に

迷惑を及ぼさないようにしてください。 
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農業者年金に加入しませんか 

老後の備えは国民年金＋農業者年金で安心 ! 

●加入要件 

 ２０歳以上６０歳未満の国民年金の第１号被保険者であって、年間６０日以上農業

に従事している方は誰でも加入できます。 

●保険料は、月額２万円から６万７千円まで自由に選択できます。 

●積立方式で年金額は加入者・受給者数に左右されない、少子高齢化時代に強い年金

です。 

●認定農業者等一定の要件を備えた意欲ある担い手に対して、国が保険料を一定の割

合で負担する制度もあります。 

●年金は終身受給できます。加入者が８０歳前に亡くなった場合は、８０歳までに受

け取る予定であった年金を遺族が受け取ることができます。 

加入のお問い合わせは、農業委員会又は下記まで。 
 

 独立行政法人農業者年金基金 電話:03-3502-3199 

ホームページ：http://www.nounen.go.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国農業新聞を購読しよう 

全国農業新聞は、農業経営に役立つ農業総合専門誌として、高い評価を受けて

います。毎週金曜日発行で、購読料は月７００円（税込）です。 

購 読 の お 問 い 合 わ せ は 、 農 業 委 員 会 又 は 下 記 ま で 。 

 東京都千代田区二番町 9-8中央労働基準協会ビル  

全国農業新聞 新聞業務部 電話：03-6910-1130 
    

 

農業委員会では農地台帳を管理しています。 

 農地台帳は、所有農地及び小作地等を把握し、各種証明書の発行等農業委員会

業務全般の基礎となるものです。農地法等の許可を得た農地の移動や貸借につい

て農業委員会で台帳の整理を行います。また相続等によって農地を取得した人は

農地のある農業委員会に届出が必要です。その他土地の分筆や世帯の変更などが

あった場合には、ご本人からの申告をお願いします。特に認定農業者等の方につ

いては経営規模面積等を正確に把握する必要がありますので、ご協力をお願いし

ます。 
 


